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１．はじめに 

 我が国の信号交差点では渋滞・交通事故・排ガス

による環境悪化など様々な問題が発生している。こ

れらの問題の比較的簡便な改良方策としては、信号

サイクルタイムの短縮が挙げられるが、大規模交差

点では歩行者の横断時間を確保する必要性からサイ

クルタイム短縮は難しい。しかし、中央帯において

歩行者が滞留するいわゆる二段階横断を前提とした

設計に基づけばサイクルタイムの短縮は可能だと考

えられる。これにより、歩行速度の遅い高齢者など

は中央帯でも信号待ちができるようになり、一度に

確保すべき横断距離が短くできるため、サイクルタ

イム短縮による横断完了率低下の弊害を緩和するこ

とができる。そのためには、中央帯滞留時の歩行者

の心理特性を充分把握し、歩行者が不快感を覚えな

い中央帯設計手法を提案することが必要不可欠であ

るため、これを本研究の目的とする。なお本研究で

は、横断歩道横断時の歩行者の情動として既に抽出

されている苛立ち・不安・焦りの 3 つの不快感(鳩山

ら, 2001)のうち、中央帯滞留時に関係すると考えら

れる苛立ちと不安に着目することにした。 
２．中央帯滞留時の歩行者心理計測実験 

 本研究では、中央帯の幅員・防護柵の有無・歩行

者赤時間の長さを制御変数とし、様々な中央帯に被

験者を滞留させて、その際の不安と苛立ちの不快感

を計測する実験を、安全上の観点からヴァーチャル

歩行シミュレータを用いて行った。実験風景、及び

被験者の視点のイメージを図１に示す。 

  
図１ 実験風景(左)と被験者の視点のイメージ(右) 

 
 
 

また、実験の概要は以下の通りである。 
日時：2004 年 12 月 1～4 日 

被験者：48 名（うち男性 31 名、高齢者 6 名） 

測定項目：主観的指標（アンケート）および 

      生理的指標（心拍変動） 

主観的指標は、不安と苛立ちを図２のような 11 段

階の尺度で計測を行うとともに、選好順位(どのケー

スの中央帯がより望ましかったか)も調査した。 

 
 また、各制御変数について表１のように設定した。 

表１ 各制御変数の設定 

中央帯の幅員 1.5m・2.5m・3.5m 
防護柵の有無 柵無し・コの字型柵・クランク型柵

歩行者赤時間 40 秒・60 秒・80 秒 

３．実験結果 

(１)中央帯の選好と不快感との関係 

 この分析は不安と苛立ちではどちらが中央帯の選

好の判断でより重視されているかを調べる目的で行

ったものである。選好変数 F を以下のように定義し、

この値が小さい中央帯がより選好されると仮定した。 

選好変数 Ｆ ＝ （１-α）×（苛立ちの評価値） 

              ＋ α ×（不安の評価値） 

この分析の結果、αが約 0.7 のとき F の順位が実際

の選好順位と最も整合した。これは中央帯滞留時の

歩行者が不安をより重視していることを表している。 

(２)各制御変数と不快感との関係 

 各制御変数を説明変数、不快感を被説明変数とし

て重回帰分析を行った結果を図３に示す。中央帯の

広幅員化によって不安と苛立ちが、防護柵の設置に

より不安がそれぞれ軽減され、また歩行者赤時間の

延長により苛立ちが増幅されることが分かった。 

非常に安心だった 非常に不安だった 

まったくイライラしなかった 非常にイライラした 

図２ 不快感の計測尺度
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 ここで歩行者は不安をより重視しているという結

果から、以下で特に、中央帯の幅員・防護柵の設置

の各制御変数と不安との関係について着目する。 

(ア)中央帯の幅員と不安との関係 

 中央帯の幅員と不安に関する累積度数分布を表

したものが図４である。中央帯の幅員が増えると不

安を感じる歩行者が減少する様子がわかる。これに

より、例えば７割の歩行者が安心感を得るには、3.5m

以上の幅員が必要だということができる。 

 

  

(イ)防護柵の有無と不安との関係 

同様に防護柵の有無による不安感の比較を行った

ところ（図５）、防護柵の設置により不安感が軽減さ

れる結果となった。 

これにより、防護柵の設置は中央帯の 1m 拡幅と同

程度の不安感軽減効果があるということができる。

(３)生理的指標と不快感との関係 

本研究では、精神負担と負の相関があるといわれ

る心拍変動の高周波成分 HF を用いて生理指標の分

析を行った。HF の振幅と不快感の評価値との相関係

数を時系列的に分析したところ、不安の評価値は歩

行者赤時間開始後 10～20 秒、苛立ちの評価値は赤時

間終了直前10秒間のHFの値と最も相関が高くなり、

特に各個人の HF の値と不快感の評価値の順位相関

係数は両者とも 0.3 程度であった。これにより、不快

感の尺度と心拍変動の間に相関があること、そして

その不快感は時間の経過とともに変化する可能性が

あることが分かった。 

４．まとめ 

中央帯滞留時において、歩行者は苛立ちよりも不

安をより重視していると考えられる。そのため、二

段階横断を前提とした中央帯設計においては、歩行

者の不安を軽減することに重点を置くべきだという

ことができる。例えば、空間的に余裕があれば幅員

3.5m 以上の中央帯を設置し、その幅員が取れない場

合は可能な限り幅員を取ると同時に防護柵を設置す

ることが有効である。また、不快感の評価値が生理

的指標から説明できることが分かるとともに、中央

帯滞留時の歩行者は不安と苛立ちを段階的に感じて

いるということが分かった。 

 空間的に余裕が無い場合、特に中央分離帯が無い

道路の場合は、そのままの路面構造では中央帯を設

置し難いが、他の車線より広くなっている車線の路

肩を縮小するか、交差点の交通容量にあまり負荷の

かからないと考えられる交差点の下流側の車線の幅

を狭くする、などの方法により、概ねの大規模交差

点には対応が可能であるだろう。 
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図３ 制御変数の不快感に対する影響

 

(
但し白線は好影響、黒線は悪影響を表し、太実線は

1％有意、細実線は5％有意、破線は10％有意を表す。)

図５ 不安の評価値のケース比較 
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図４ 中央帯の幅員と不安に関する累積度数分布 
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